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○事務局との協力体制

・事務局会計課が委託費の管理と支出報告書の確認を行った．

・事務局研究協力課が振興会への連絡調整と提出書類の確認・修正を行った．

・情報工学部広報室，広報委員会が，実施者と共に，本事業の PR を行った．

○広報活動

・実施者（代表者・分担者）と広報室員が分担して，近隣の高校への訪問や 7 月に実施されたオープンキャン

パスにおいて本事業の PR を行った。 

・情報工学部の広報室と連携し、大学のHPや地元の新聞広告などによって本事業のPRを行い、募集の案内

は実施代表者、実施分担者と広報室が作成した。 

・情報工学部広報委員会と連携し、高校訪問、進学説明会、入試説明会の場で参加者募集の広報を行った。

○安全配慮

・受講生 2 人に 1 人のアドバイザを置き、安全確保の手助けを行った。

・受講生と実施協力者（大学院生）に短期のレクリエーション保険に加入した。その他の実施者については大

学が加入している保険が適用される。 

○今後の発展性、課題

・最近は、ロボットの話題を TV、Web サイト等で目にするようだが、実際の研究と市販にでているロボットの違

いに驚きがあるようだ。初めて知るということは貴重な体験であり、大事にしてあげ、想像を働かせるような講

義にしていきたいと考える。 

【実施分担者】 

なし 

【実施協力者】 6 名 

【事務担当者】 

成田 麻紀  研究協力課・研究協力係 


